
禅
林
聯
句
の
当
座
性

－
　
「
湯
山
聯
旬
」
第
二
庚
韻
の
検
討

筆
者
は
、
禅
僧
の
興
行
し
た
聯
句
を
特
に
「
禅
林
聯
句
」
と
呼
称
し
、
そ
の

大
き
な
特
徴
が
「
当
座
性
」
で
あ
る
ら
し
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。
室
町
時
代
後

期
の
禅
林
聯
句
の
代
表
と
も
目
さ
れ
て
い
る
『
湯
山
聯
句
』
に
つ
い
て
は
、
「
寿

春
妙
永
小
論
－
紺
轟
た
わ
け
る
ー
」
（
州
識
㌘
空
）
・
「
景
徐
周
餌
と
『
湯

山
聯
句
』
－
翌
の
背
だ
つ
い
て
ー
」
（
鵠
晶
誓
‰
）
に
よ
っ
て
聯
句
の
成
立
し

た
背
景
を
把
恕
す
る
こ
と
に
努
め
た
上
で
、
「
禅
林
聯
句
の
当
座
性
－
r
揚
山

隈
匂
－
竺
甘
莞
噺
の
検
討
－
」
（
憎
諸
賢
望
）
に
お
い
て
第
一
寒
地
の
冒
頭
八

聯
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
本
稿
で
は
、
少
し
く
視
野
を
拡
げ
、
第
二
庚
出
の
巻

を
対
象
と
し
、
当
座
性
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
い
。
す
で
に
島
津
忠
夫
氏
が

「
湯
山
聯
句
と
そ
の
抄
」
（
望
醐
雛
甥
）
に
お
い
て
、
「
（
前
略
）
竺
一
以
下

の
巻
で
は
、
調
子
が
軽
く
な
り
、
従
っ
て
嘱
目
の
事
象
に
よ
る
句
作
り
が
多
く

見
ら
れ
る
現
象
を
呈
し
て
ゐ
る
と
い
へ
よ
う
ど
と
さ
れ
、
「
（
前
略
）
第
二
庚

紐
以
下
の
巻
に
は
、
第
二
の
性
格
、
即
ち
当
座
性
が
鋸
著
に
あ
ら
ほ
れ
て
ゐ
る

と
い
へ
よ
う
ど
と
さ
れ
る
。
第
二
庚
韻
の
巻
が
、
当
座
性
の
濃
厚
な
巻
で
あ
る

こ
と
を
指
摘
さ
れ
る
。

川
　
第
二
庚
韻
の
巻
の
本
文

筆
者
は
、
第
二
庚
韻
に
つ
い
て
は
、
極
端
な
言
い
方
で
は
あ
る
が
、
「
全
句

に
当
座
性
が
発
揮
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
第
二

朝
　
倉
　
　
　
尚

庚
韻
の
本
文
を
紹
介
す
る
。
本
文
は
、
湯
山
聯
句
抄
よ
り
註
解
文
を
除
い
て
作

成
し
た
。
京
都
大
学
蔵
「
湯
山
聯
句
抄
」
を
底
本
と
し
、
霊
雲
院
本
と
板
木
に

よ
っ
て
補
正
し
た
。

庚
包

1
　
始
　
入
二
温

3
　
也
　
勝
二
硯

5
　
熟
　
面
　
山

7
　
持
し
麓
　
雲

句
の
番
号
と
返
り
点
は
私
に
施
し
た
。

29　27　25　23　2119171513119

魚　詩

渋
　
較

藍
　
誰

夏
　
夢
二
士

基
　
蒙
二
菩

嵐
　
湿
　
講

泉
　
寺
一

帖
　
水
一

環
レ
屋

走
レ
馬

拉
　
韻

氏
　
女

峰
　
雪
一

薩
　
号
一

経
　
案

2
一
湯
　
自
　
二
　
名

4
　
十
　
載
　
我
　
三
　
行

6
　
壮
　
図
　
郡
　
築
レ
城

8
　
煮
レ
薬
　
昼
　
流
レ
鴬

1

0

　

慣

廉

棺

拙

声

1
2
　
変
店
　
某
　
師
　
兄

1
4
　
朝
占
二
日
　
本
　
晴
一

1
6
　
恵
被
こ
瑛
　
羅
迎
一

10

痢
児
　
牽
ユ
幾
　
伴
一

有
レ
谷
　
鎌
　
倉
　
近

進
レ
瓜
為
こ
故
　
事
一

盗
　
臥
　
村
　
無
レ
犬

東
　
方
　
光
　
瑞
　
現

人
　
把
こ
浴
　
揺
一
曝

1
8
　
風
揺

2
0
　
旅
　
客

2
2
　
其
　
流

2
4
　
打
レ
変

2
6
　
梵
　
稀

8203

南
　
律

前
　
村

勧
　
善
　
旗

話
二
多
　
情
一

鼓
　
藤
　
嶋

巳
　
秋
　
成

楼
　
不
レ
鯨

戒
　
珠
　
明

陽
　
半
　
傾



333537393434

54749453555759

5

6

3656769617375777

97

僧
　
支
二
吟
　
杖
一
立

欲
レ
洗
ェ
維
　
摩
　
疾
一

共
レ
房
　
皆
　
楚
　
越

飛
　
瑠
　
夢
　
皮
　
脱

赤
松
分
レ
国
　
接

心
　
外
　
予
　
何
　
仏

隔
レ
農
　
橋
瘍
　
市

駿
　
痩
　
幕
　
過
レ
嶺

名
　
遭
ェ
関
　
吏
　
問
一

鞋
　
破
　
奈
二
褒
∵
渋
一

掃

レ

秩

時

小

雨

病
　
脚
　
陶
　
耶
　
我

苦
　
哉
　
茶
　
似
レ
局

徒
　
袖
二
楊
　
枝
　
手
一

説
レ
詩
　
逢
二
項
　
善
】

壁
影
　
焼
こ
麻
　
骨
一

餃
　
生
　
唯
　
睦
　
課

意
気
　
名
工
瞞
　
虎
一

難
　
政
　
友
　
矢
　
直

覚
憶
二
和
　
奄
　
主
一

大
　
都
　
抱
　
混
レ
素

尺

　

八

唐

音

繹

龍
　
王
　
姦
　
智
　
鼓

苔
　
暗
　
光
　
明
　
蔵

身
哀
　
添
二
薬
　
要
一

3
2
　
後
閣
　
月
　
初
生

3
4
　
可
レ
消
〓
波
　
離
　
醒
一

3
6
　
異
レ
席
　
或
　
劉
　
瓦

3
8
　
瑠
　
璃
　
木
　
舌
　
軽

4
0
　
青
　
葉
∵
倍
レ
門
　
淳

4
2
　
胸
　
中
　
欲
　
是
　
兵

4
4
舞
レ
日
　
路
　
訪
　
程

4
6
　
鶏
∵
鳴
　
早
　
出
レ
京

4
8
　
渡
　
与
二
野
　
人
一
争

5
0
　
蓋
　
張
　
要
二
僕
　
更
一

5
2
　
炊
レ
黍
　
昧
　
長
　
庚

5
4
　
飢
　
腸
　
甫
　
也
　
征

5
6
　
薄
　
者
　
洒
　
云
レ
営

5
8
莫
レ
尤
二
木
根
　
暗
一

6
0
　
好
レ
学
　
兄
二
蘇
　
甥
一

6
2
　
厨
　
珍
　
吸
ェ
菜
　
喪
一

6
4
　
毎
　
旦
　
甚
　
公
　
評

6

6

文

章

姓

二

滴

艶

一

6
8
　
児
　
屋
　
茹
　
籠
　
盛

7
0
　
番
　
尋
二
遠
　
社
　
盟
一

7
2
却
掃
　
紫
　
兼
レ
苗

8

1

　

咲

　

々

　

白

8

3

　

休

　

々

　

黄

8
5
　
偏
局
　
毒

8
7
　
枕
　
榔
渓

8
9
　
薪
使
二
西

9
1
　
気
　
蒸
　
塩

9
3
　
鶴
　
変
〓
換

9
5
　
政
　
線
　
掠

9
7
　
下
レ
々
　
閣

9
9
　
業
　
風
　
吹

京
都
大
学
本
で
は
、

姑
　
賊

達
　
磨

攻
レ
毒

彷
　
彿

施
　
百
一

井
　
湧

羊
帖
一

五
　
月

浮
　
報

老
　
々

284868880929

遠目多茹樹

如
〓
摸

称
二
老

言
　
提

琴
　
岳

従
一
一
北

94
6

9

暦雑　土

燥

墨

知
二
司

尚

夏

象
　
百
一

m
．
精
一

罵
レ
提

輝
．
蝶

秀
一
栄

池
　
平

馬
　
英
一

新
　
正

9
8
　
重
レ
々
　
地
獄
　
衡

1

0

0

衆

首

雪

重

々

3
2
句
と
3
3
句
の
二
句
を
欠
き
、
9
6
句
の
「
新
」
字
を
空
白

47678708

五
　
千
竺
　
典
　
盈

鶉
　
受
　
隠
　
居
　
秤

塵
埋
　
解
　
脱
　
坑

限
　
翳
　
誠
二
灯
集
一

と
す
る
（
霊
地
競
瑚
虹
の
こ
。

一
句
と
し
て
解
す
る
時
、
湯
山
に
関
す
る
句
が
多
い
こ
と
に
気
付
く
。
し
か

も
、
宿
舎
を
中
心
に
し
な
が
ら
、
周
辺
の
名
勝
に
ま
で
視
野
が
拡
け
ら
れ
て
い

る
。
湯
山
入
り
し
た
直
後
の
五
月
五
日
よ
り
始
め
ら
れ
た
聯
句
で
あ
る
が
、
第

二
庚
紐
の
巻
と
も
な
る
と
、
宿
舎
に
も
温
泉
に
も
周
囲
の
光
景
に
も
慣
れ
た
こ

と
が
句
に
反
映
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
第
二
庚
韻
が
製
せ
ら
れ
た

当
日
、
温
泉
寺
と
そ
の
周
辺
を
散
策
し
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
す
る
。
散
策

の
途
次
に
も
作
句
さ
れ
て
い
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

こ
こ
で
改
め
て
、
聯
句
と
当
座
性
に
つ
い
て
考
え
る
。
聯
句
を
製
す
る
に
際

し
て
、
禅
僧
も
、
い
わ
ゆ
る
連
歌
で
言
う
「
付
合
」
に
留
意
し
た
こ
と
で
あ
ろ

う
。
前
句
を
吟
味
し
た
上
で
、
付
句
が
製
せ
ら
れ
る
。
こ
の
付
合
を
重
ね
る
こ

と
に
よ
っ
て
一
巻
は
展
開
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
展
開
の
仕
方
を
連
歌
で

は
「
行
様
」
と
称
し
た
。
連
歌
の
行
様
に
は
、
厳
密
な
規
制
が
存
し
た
。
連
歌

式
目
が
発
生
し
、
整
備
さ
れ
て
い
る
。
連
歌
作
者
は
、
行
様
を
念
頭
に
し
な
が

11



ら
、
前
句
と
の
付
合
を
考
え
て
作
句
す
る
こ
と
に
な
る
。
禅
林
聯
句
で
は
、
少

な
く
と
も
「
湯
山
聯
句
」
の
時
代
に
お
い
て
、
式
日
ら
し
さ
は
存
在
し
た
よ
う

で
あ
る
が
、
行
様
、
l
巷
の
展
開
の
仕
方
に
対
す
る
規
制
は
厳
格
で
な
い
。
連

歌
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
、
規
制
が
ゆ
る
や
か
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
禅
林
聯
句
で
は
、
前
句
と
の
付
合
の
み
を
考
え
れ
ば
よ
か
っ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
押
韻
や
対
句
の
こ
と
を
考
慮
す
る
に
し
て
も
、
前
句
に
関
連

す
る
句
を
付
け
る
だ
け
で
あ
れ
ば
、
禅
僧
に
と
っ
て
さ
ほ
ど
面
白
味
が
存
し
な

か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
筆
者
は
、
禅
林
聯
句
で
は
、
〓
崩
の
長
篇
詩
と

し
て
完
成
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
付
合
を
重
ね
た
表
面
の
意
味
と
と
も
に
、

一
句
と
し
て
そ
の
背
後
に
蔵
さ
れ
た
意
味
が
大
い
に
重
要
視
さ
れ
て
い
た
と
考

え
る
。
句
の
背
後
に
蔵
さ
れ
る
意
味
と
は
、
そ
の
句
が
製
せ
ら
れ
た
背
景
を
示

す
も
の
で
あ
る
。
当
座
性
や
、
観
念
的
世
界
の
展
開
に
よ
る
博
引
勇
証
等
を
内

容
と
す
る
。
そ
し
て
、
む
し
ろ
こ
れ
ら
が
一
句
、
一
巻
を
規
制
す
る
役
割
を
果

た
し
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
当
座
性
は
、
禅
林
聯
句
の
一
巻
を
規
制
す

る
最
大
の
要
素
で
あ
っ
た
。

㈱
　
冒
頭
八
聯
の
検
討

冒
頭
の
八
聯
は
、
一
巻
の
中
で
連
衆
が
最
も
注
意
を
払
っ
た
箇
所
で
あ
ろ
う
。

八
聯
十
六
句
を
、
特
に
当
座
性
に
注
目
し
、
素
材
面
よ
り
整
理
し
て
み
た
い
。

な
お
、
本
項
の
み
な
ら
ず
こ
の
稿
を
な
す
に
あ
た
り
、
主
と
し
て
参
照
し
た
諸

記
録
を
掲
げ
て
お
く
。

作
品
名
　
　
　
作
者
　
　
参
照
内
容
・
備
考
　
　
所
　
在
　
　
略
号

の
温
泉
行
記
瑞
賢
鳳
脂
諾
い
撃
か
虹
刑
鵬
学
新
行
記

日
湯
山
行
記
録

伺
日
録

季
窯
義
経
軍
琴
。
録
日
録

憲
道
の
記
菜
寿
甥
㍍
置
…
慧
軸
聖
退
道
の
記

冒
聯
句
妙
高
智
孟
箪
違
桝
。
捕
都
大
学
国

国
文
資
料
抄

書
所
収

炭
山
温
泉
不
明
　
竃
㌫
窯
的
梓
鑑
定
小
鑑

特
に
州
と
回
は
、
道
中
、
揚
山
に
お
け
る
記
述
が
詳
細
で
あ
り
、
「
湯
山
聯
句
」

が
成
立
し
た
明
応
九
年
（
一
五
〇
〇
）
当
時
の
実
態
を
解
明
す
る
上
で
有
益
で

あ
る
。
各
書
よ
り
の
引
用
に
際
し
て
は
略
号
を
用
い
た
（
纏
L
欄
）
。

1
　
始
入
温
泉
寺
　
　
　
2
一
湯
自
二
名

唱
句
1
は
、
湯
山
の
主
と
目
さ
れ
た
温
泉
寺
に
対
す
る
挨
拶
の
句
で
あ
る
。

初
め
て
の
湯
山
行
で
あ
る
こ
と
を
表
明
す
る
。
自
己
の
こ
と
を
詠
出
し
た
句
と

し
て
解
さ
れ
る
（
獅
）
。
人
事
の
句
で
あ
る
。
季
節
を
詠
み
込
ん
で
い
な
い
が
、

当
座
性
は
濃
厚
で
あ
る
。
入
韻
句
2
は
、
湯
山
の
汝
が
同
じ
汝
で
あ
り
な
が
ら

二
の
名
を
持
つ
こ
と
を
詠
出
す
る
。
湯
山
の
実
状
を
作
句
し
た
も
の
で
あ
る
。

湯
山
に
は
「
一
の
湯
」
と
「
二
の
湯
」
が
存
し
た
。

1
・
2
句
は
、
第
一
寒
韻
の
場
合
と
同
じ
く
、
対
句
で
な
い
。
同
一
作
者
と

考
え
ら
れ
、
お
そ
ら
く
は
寿
春
で
あ
る
。
な
お
、
2
旬
の
細
字
「
名
」
は
庚
韻

で
あ
る
。
一
巻
は
庚
出
で
統
一
さ
れ
て
お
り
、
以
下
の
押
韻
、
細
字
に
つ
い
て

は
指
摘
し
な
い
。

3
　
也
勝
櫨
軸
水
　
　
　
4
　
十
載
我
三
行
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3
句
で
は
前
句
の
湯
が
曙
山
撃
活
池
の
温
泉
の
湯
よ
り
も
勝
っ
て
い
る
と
す

る
。
拐
山
の
湯
を
称
揚
し
た
も
の
で
あ
る
。
堀
山
の
温
泉
を
連
想
す
る
こ
と
は

容
易
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
季
攻
も
「
所
司
代
輿
次
郎
共
入
浴
、
私
語
云
、
想
昔

年
三
郎
温
泉
宮
裏
、
如
典
責
妃
浴
者
、
尤
此
方
此
趣
、
焉
恰
好
乎
」
（
品
、
文
正
元
・

悶
2
・
雲
）
と
し
て
称
揚
す
る
。
4
句
で
は
囁
山
の
湯
に
も
比
さ
れ
る
こ
の
温
泉

に
、
十
年
間
に
三
度
出
か
け
た
と
付
け
る
。
作
者
が
自
己
の
湯
山
行
を
詠
出
し

て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

3
・
4
句
は
、
1
・
2
句
と
対
句
を
な
し
、
同
一
作
者
と
考
え
ら
れ
る
。
景

徐
は
、
明
応
二
年
、
四
年
、
九
年
に
湯
山
に
出
か
け
て
い
る
（
鵠
Ll
鰯
描
出
㍑
血

鮮
針
）
。
4
句
の
内
容
と
一
致
す
る
。
そ
こ
で
、
3
・
4
句
は
景
徐
の
作
と
考

え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
1
・
2
句
は
寿
春
の
作
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

5
熟
面
山
環
屋
6
壮
図
郡
築
城

5
句
で
は
、
「
三
行
」
に
よ
り
屋
を
め
ぐ
る
山
々
が
す
っ
か
り
顔
見
知
り
で

あ
る
と
す
る
。
湯
山
は
、
六
甲
山
北
側
の
中
腹
に
あ
り
、
東
、
西
、
南
の
三
方

を
愛
宕
山
、
落
莫
山
、
鉄
砲
山
等
に
囲
ま
れ
る
。
一
句
と
し
て
は
、
座
景
を
素

材
と
し
た
句
で
あ
ろ
う
。
季
項
も
「
昆
後
再
山
黒
（
呈
）
沓
面
」
（
日
銀
．
文
正
元
・

2
∴
町
粂
）
と
す
る
。
6
句
で
は
、
そ
の
山
に
大
計
を
企
て
た
郡
（
主
）
が
城
を
築

い
て
い
る
と
付
け
る
。
例
え
ば
、
西
の
落
莫
山
山
頂
に
は
南
北
朝
時
代
に
創
築

さ
れ
た
有
馬
城
が
存
し
た
。
一
句
と
し
て
は
座
景
を
素
材
と
す
る
。

7
持
簾
雲
走
馬
8
煮
薬
昼
流
鴬

7
句
で
は
、
熊
を
捲
き
あ
げ
て
古
城
（
址
）
の
彼
方
の
雲
を
望
ん
で
い
る
。

雲
の
馬
は
軍
馬
で
あ
る
。
一
句
と
し
て
は
、
嘱
目
の
景
を
素
材
と
し
た
も
の
と

解
す
る
。
8
句
は
、
薬
を
煎
じ
な
が
ら
流
鴬
を
聞
く
昼
下
り
の
景
と
し
て
付
け

て
い
る
。
前
句
の
「
捲
簾
」
よ
り
杜
甫
の
「
水
間
朝
野
奉
簡
雲
安
厳
明
府
」
詩

〝
鉛
簾
宿
驚
起
、
丸
薬
流
想
鳴
′
句
を
想
起
し
て
の
付
合
で
あ
ろ
う
。
作
者
の

観
念
的
世
界
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
が
、
一
方
で
は
特
に
病
身
で
あ
る
景
徐
が

服
薬
も
て
い
た
の
も
事
実
で
あ
ろ
う
。
一
句
と
し
て
は
、
人
事
・
座
景
を
素
材

に
し
た
句
で
も
あ
る
。

9
　
詩
渋
較
拉
韻
　
　
1
0
　
倍
廉
棺
拙
声

9
句
は
、
薬
を
煎
じ
な
が
ら
、
難
渋
し
て
詩
を
製
し
て
い
る
様
と
し
て
付
け

（総）

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
「
較
拉
韻
」
に
つ
い
て
は
、
一
韓
は
「
畦
－
ノ
韻
ト
云
ハ

詩
ノ
長
篇
ノ
物
二
韻
ヲ
フ
ム
ニ
（
下
略
）
」
　
（
抄
）
　
と
、
古
体
詩
の
押
韻
法
の

一
と
し
て
解
し
て
い
る
。
が
、
「
較
也
包
」
を
詠
出
し
た
契
機
は
、
や
は
り
湯

山
の
風
物
で
も
あ
る
稜
線
（
抱
）
で
あ
ろ
う
。
岐
組
抱
で
挽
い
た
挽
物
細
工
は
、

湯
山
の
名
産
で
あ
っ
た
。
瑞
渓
は
そ
の
実
見
聞
を
「
浴
後
就
屋
下
見
店
主
製
器
、

フ

ル

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヒ

主

つ

手
把
口
刃
、
以
虜
器
材
、
側
有
一
人
牽
畦
蛙
、
故
謂
之
牽
物
乎
」
（
行
記
、
宝
徳
4
・

4
・
9
条
）
と
記
し
て
い
る
。
季
事
は
、
そ
の
喧
嘩
を
「
四
面
較
拉
昏
喧
也
」
（
日
録
、

文
正
・
几
・
閏
2
・
7
条
）
と
す
る
。
景
徐
の
明
応
二
年
の
湯
山
行
で
は
、
「
今
見
輪
扁

噺
輪
」
題
で
′
輪
扁
噺
輪
如
此
無
、
家
々
穿
木
作
盃
孟
、
閑
碓
堂
上
睨
堂
下
、

度
刃
奔
流
牽
乾
拉
′
詩
を
製
し
て
い
る
（
詫
琵
讃
崩
誓
㌔
当
年
・
明
応
九
年

の
泊
山
行
で
も
、
「
次
樗
庵
駒
鋸
市
」
詩
に
′
此
地
温
泉
涌
却
初
、
浴
房
夢
嬉

軽
拉
車
′
と
す
る
。
1
0
句
は
、
前
句
の
較
也
の
響
き
に
難
渋
す
る
の
に
対
し
て
、

薪
の
大
安
売
り
の
声
を
詠
出
す
る
。
湯
山
に
お
い
て
物
売
り
の
声
が
桟
h
ソ
で
あ

っ
た
こ
と
は
、
季
攻
の
「
戸
外
商
頸
往
復
如
織
、
其
日
啓
種
々
在
耳
」
（
‖
鍼
、
文

正
元
・
掲
2
・
9
粂
）
に
よ
っ
て
鰹
像
さ
れ
る
。
景
徐
は
、
明
応
二
年
の
湯
山
行
で
、
「
樵

村
一
束
薪
」
詩
に
〝
憶
命
買
炭
蛮
中
渋
、
一
束
三
銭
顔
上
村
′
と
す
る
。

1
1
　
魚
藍
誰
氏
女
　
　
　
1
2
　
怒
店
業
師
兄

1
1
句
は
、
薪
売
り
に
対
し
て
魚
を
売
る
女
を
付
け
て
い
る
。
一
句
の
背
景
を

な
し
た
の
は
、
季
頚
も
「
依
御
所
坊
愚
老
寄
宿
、
白
藁
師
堂
禁
百
魚
者
、
（
中

略
）
而
使
之
亘
之
、
帥
四
面
有
亘
魚
聾
」
（
H
輿
文
正
事
聞
2
・
3
＆
、
「
費
魚
聾
喧
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也
」
甘
輿
文
正
元
二
間
2
・
4
品
と
す
る
よ
う
に
、
魚
売
り
の
声
で
あ
ろ
う
。
こ
の
魚

売
り
の
中
で
特
に
女
性
の
魚
売
り
を
、
三
十
三
観
音
の
一
で
あ
る
魚
藍
観
音
に

比
さ
ん
と
し
た
の
が
一
句
の
眼
目
で
あ
る
。
湯
山
の
風
物
を
素
材
と
す
る
。
魚

藍
観
音
は
、
手
に
魚
藍
有
か
芯
を
持
つ
美
女
形
の
観
音
で
、
馬
氏
の
妻
と
な
り

馬
郎
婦
観
音
と
も
呼
ば
れ
る
。
1
2
句
は
、
前
句
の
魚
監
観
音
の
逸
話
に
対
し
て
、

雪
峰
と
岩
頭
の
怒
山
店
旅
宿
に
お
け
る
逸
話
を
配
し
て
い
る
。
あ
の
魚
売
り
の

女
性
が
お
そ
ら
く
魚
藍
観
音
の
化
身
で
あ
る
の
に
対
し
、
こ
こ
に
安
息
さ
れ
る

あ
な
た
こ
そ
あ
の
乾
山
店
に
お
け
る
某
師
兄
・
岩
頭
で
あ
る
と
す
る
。
相
手
を

岩
頭
に
比
し
た
も
の
で
、
座
衆
の
人
事
を
素
材
と
す
る
。
な
お
、
兄
弟
の
親
富

を
示
す
逸
話
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
た
「
雪
峰
吾
山
成
道
」
逸
話
は
、
や
が
て

「
湯
山
聯
句
」
の
且
血
徐
の
駿
文
に
も
詠
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
政
文
で
は
、

寿
春
を
岩
頭
に
比
し
、
景
徐
を
岩
頭
の
助
言
に
よ
っ
て
成
遺
し
た
雪
蜂
に
比
し

て
い
る
と
考
え
た
（
建
碑
詔
牒
鍋
㌻
参
照
ち
l
，

1
3
　
夏
夢
士
峰
雪
　
　
　
1
4
　
朝
占
日
本
晴

1
3
句
は
、
前
句
の
雪
に
降
り
籠
め
ら
れ
て
毎
日
た
だ
「
打
睦
」
（
詑
る
）
し

て
い
た
岩
頭
よ
り
「
夢
」
を
連
想
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
あ
な
た
に
接
し
て
い
る

と
夏
に
士
峯
の
雪
を
夢
み
た
よ
う
に
清
涼
で
あ
る
と
付
け
る
。
た
だ
し
、
一
句

は
座
岩
を
背
景
に
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
今
の
時
は
五
月
で
あ
り
、
湯
山
か
ら

0
0

は
旧
三
輪
村
尼
寺
の
富
士
山
（
有
馬
富
士
）
が
望
ま
れ
る
。
「
士
峰
雪
」
は
、

雪
峰
そ
の
人
を
も
憩
起
さ
せ
る
。
1
4
句
は
、
お
め
で
た
い
富
士
の
夢
に
対
し
、

日
本
晴
れ
で
応
じ
て
い
る
。
当
日
の
天
候
で
も
あ
ろ
う
。

1
5
　
基
蒙
菩
薩
号
　
　
　
1
6
　
恵
被
瑛
羅
迎

1
5
句
は
、
行
基
が
「
菩
薩
」
の
称
号
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
を
述
べ
る
。
一
韓

は
「
日
本
ノ
行
基
ハ
菩
薩
ト
云
ソ
」
　
（
抄
）
　
と
し
、
前
句
1
4
の
「
日
本
」
の
寄

合
で
あ
る
と
す
る
。
行
基
は
、
摂
津
国
武
庫
郡
の
昆
陽
（
寺
）
よ
り
入
り
、
温

泉
寺
を
開
基
し
た
と
さ
れ
る
。
1
6
句
は
、
前
句
に
お
け
る
行
基
の
称
揚
に
対
し
、

尊
恵
が
閻
魔
王
宮
よ
り
迎
え
ら
れ
た
逸
話
を
付
け
る
。
慈
心
坊
尊
意
は
、
清
澄

寺
よ
り
温
泉
寺
に
住
持
し
た
。
温
泉
寺
と
行
基
、
尊
意
は
因
縁
が
深
い
。
特
に
、

温
泉
寺
に
は
寺
記
・
縁
起
が
存
し
、
「
碓
此
往
温
泉
寺
、
聞
律
院
倫
讃
本
寺
記
、

几
湯
客
出
百
銭
、
別
院
僧
出
讃
之
、
（
中
略
）
記
三
巻
、
皆
係
以
約
号
」
（
行
紀
、

宝
紙
4
・
4
・
㌶
条
）
の
よ
う
に
、
料
金
を
支
払
う
と
僧
が
読
み
あ
げ
て
絵
解
き
を

し
た
。
こ
の
縁
起
の
中
心
を
な
す
の
が
、
行
基
が
蕩
山
温
泉
を
開
い
た
経
緯
と

尊
意
が
閻
魔
王
宮
に
赴
い
た
逸
話
で
あ
っ
た
。
瑞
渓
は
備
忘
の
た
め
に
大
略
を

記
録
し
て
い
る
。
な
お
、
景
徐
と
寿
春
の
こ
け
も
、
当
日
温
泉
寺
に
詣
し
、
縁

起
を
拝
見
、
聴
聞
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
1
5
・
1
6
の
両
句
は
、
当
日

の
実
見
聞
を
反
映
し
た
句
と
し
て
解
さ
れ
る
。

以
上
、
第
二
庚
韻
の
冒
頭
八
聯
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
前
句
と
の
付
合
を
主

体
に
し
て
表
面
の
患
味
を
考
え
る
時
は
そ
れ
ほ
ど
餌
著
で
は
な
い
が
、
一
句
の

成
立
し
た
背
景
に
眼
を
転
ず
る
時
に
は
、
当
座
性
が
濃
厚
で
あ
る
こ
と
が
判
明

し
ょ
ぅ
。
そ
し
て
、
こ
の
当
座
性
が
発
揮
さ
れ
て
い
る
句
の
そ
れ
ぞ
れ
の
素
材

に
つ
い
て
は
、

Ⅲ
座
景
　
　
　
脚
人
事

の
二
に
整
理
さ
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

価
　
第
九
聯
以
下
の
検
討

目
頭
八
聯
に
お
い
て
は
、
前
句
と
の
付
合
を
勘
案
し
な
が
ら
、
当
座
性
に

っ
い
て
検
討
し
た
。
第
九
聯
以
下
の
句
に
お
い
て
は
、
前
句
と
の
付
合
は
二
の

次
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
句
に
用
い
ら
れ
て
い
る
素
材
に
留
意
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

句
が
成
立
し
た
背
景
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
便
宜
的
で
は
あ
る
が
、
冒
頭
八

聯
の
二
素
材
（
座
景
、
人
事
）
の
句
に
分
類
し
た
上
で
、
検
討
を
加
え
た
。
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川
　
座
崇
の
句

座
巌
の
句
は
、
さ
ら
に
時
、
温
泉
、
湯
山
、
宿
舎
、
眺
望
を
素
材
と
し
た
句

に
細
分
さ
れ
る
よ
う
に
思
う
。

瓜
時
Ⅴ
五
月
初
句
に
興
行
さ
れ
た
聯
句
で
あ
る
こ
と
を
勘
案
す
る
時
、
当
座
性
が
理

解
さ
れ
る
句
が
あ
る
。

2
3
　
進
皿
為
故
事
　
　
　
2
4
　
打
奔
巳
秋
成
・

瓜
と
い
い
、
麦
打
ち
と
い
い
、
夏
・
五
月
の
風
物
で
あ
る
。
瓜
を
食
し
、
麦

打
ち
を
望
見
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
2
3
句
に
つ
い
て
は
、
三
体
詩
所
収
・
王
建

・
「
撃
活
宮
」
詩
・
〝
内
園
分
得
温
湯
水
、
二
月
中
旬
巳
進
瓜
′
句
が
想
起
さ

れ
る
。
2
4
句
に
つ
い
て
は
、
一
韓
は
「
五
月
ノ
時
分
ナ
レ
ハ
奔
秋
ト
云
テ
ム
キ

ア
キ
テ
秋
成
ソ
」
　
（
抄
）
　
と
す
る
。
瑞
演
は
、
鎌
倉
谷
（
2
1
旬
に
・
漱
出
）
に
赴
く
途

次
の
菜
と
し
て
「
左
右
唐
黍
随
水
田
」
（
行
記
云
徳
1
・
4
・
1
6
束
）
と
記
す
。

3
7
　
珊
瑚
等
皮
脱
　
　
　
3
8
　
瑠
璃
木
舌
軽

皮
を
脱
い
だ
夢
、
瑠
璃
色
の
木
の
葉
を
素
材
と
す
る
。
五
月
の
風
物
で
あ
る
。

竹
細
工
・
竹
皮
細
工
も
蕩
山
の
有
力
な
土
産
物
で
あ
っ
た
。

瓜
温
泉
Ⅴ

温
泉
が
舞
台
で
あ
る
こ
と
を
勘
案
す
る
時
、
当
座
性
が
理
解
さ
れ
る
句
が
あ

る
。
2
9
　
人
把
浴
招
曝

一
韓
は
「
湯
二
人
ル
タ
ン
ナ
ヤ
カ
タ
ヒ
ラ
ナ
ン
ト
ヲ
浴
祖
ヲ
サ
ラ
ス
ト
ポ
ス

ヲ
云
ソ
」
　
（
抄
）
　
と
す
る
。
「
タ
ン
ナ
」
は
、
し
た
お
び
・
ふ
ん
ど
し
の
こ
と

で
あ
る
。
温
泉
地
な
ら
で
は
の
景
で
あ
る
。

3
3
　
欲
洗
維
摩
疾
　
　
　
3
4
　
可
消
波
離
醒

温
泉
の
効
能
を
素
材
と
す
る
。
維
犀
の
疾
を
も
洗
い
去
る
ほ
ど
で
あ
り
、
優

婆
離
の
二
日
酔
い
を
も
消
す
ほ
ど
で
あ
る
と
す
る
。

瓜
湯
山
Ⅴ

湯
山
の
名
勝
、
風
物
等
を
勘
案
す
る
時
、
当
座
性
が
理
解
さ
れ
る
句
が
あ
る
。

1
9
　
痢
児
牽
幾
伴

「
痢
児
牽
伴
」
（
輔
錆
配
欝
堀
1
洞
山
竺
斤
L
や
彗
十
三
則
1
盈
円
山
は
、
紹
患

者
が
同
病
の
伴
を
つ
れ
て
歩
く
急
で
、
独
立
で
き
な
い
ふ
が
い
な
い
人
間
を
罵

る
語
で
あ
り
、
転
じ
て
知
友
を
準
え
る
語
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
が
、
一
韓

は
「
湯
山
二
多
モ
ノ
ソ
」
　
（
抄
）
　
と
も
解
説
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
「
こ
の
湯

う
ん

は
温
の
蕩
な
る
が
ゆ
ゑ
、
密
病
の
類
か
た
く
い
む
」
（
小
鑑
）
と
も
あ
る
。

2
1
　
有
谷
鎌
倉
近
　
　
　
2
2
　
其
流
鼓
藤
嶋

2
1
句
は
「
鎌
倉
谷
」
、
2
2
句
は
「
鼓
滝
」
に
よ
っ
た
句
で
あ
る
。
両
所
は
、

湯
山
を
代
表
す
る
名
勝
で
あ
る
。
鎌
倉
谷
は
、
「
前
日
文
叔
錦
江
往
干
鎌
倉
谷

探
勝
、
尤
可
羨
也
」
（
日
録
、
文
正
空
間
2
・
4
＆
、
「
東
坊
日
、
鎌
倉
渓
若
不
見
之
焉

遺
恨
、
尤
叫
妙
也
」
甘
録
、
文
正
元
由
2
・
2
0
条
）
、
「
（
前
略
）
か
ま
倉
谷
を
久
く
見

ざ
り
し
ほ
ど
に
、
思
立
、
九
月
四
日
に
一
見
せ
L
に
、
あ
ま
り
彼
在
所
お
も
し

ろ
か
り
し
ま
1
に
、
（
下
略
）
」
（
道
の
記
）
等
の
記
事
か
ら
も
、
温
泉
か
ら

は
少
し
く
離
れ
て
い
る
も
の
の
（
用
謂
深
鍋
錘
）
、
湯
治
客
必
見
の
形
勝
で
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
鼓
滝
に
つ
い
て
は
、
「
子
聞
山
中
有
鼓
瀧
、
然
非
西

行
和
歌
所
詠
、
今
日
欲
行
覿
之
、
（
下
略
）
」
（
行
紀
、
宝
絃
1
・
1
・
1
8
粂
）
、
「
此
方

鼓
藻
有
二
、
西
行
法
師
所
詠
歌
者
、
指
多
田
之
鼓
捉
也
」
（
日
登
文
正
元
・
掲
2
・
1
5
森
）

等
と
記
さ
れ
る
。
湯
山
の
鼓
滝
は
西
行
が
和
歌
を
詠
じ
た
そ
れ
で
は
な
い
が
、

同
じ
く
湯
治
客
が
一
度
は
訪
れ
る
佳
景
で
あ
っ
た
。

2
5
　
盗
臥
村
無
犬
　
　
　
2
6
　
梵
稀
楼
不
鯨

当
時
の
湯
山
は
、
辺
地
の
貧
村
に
開
け
た
、
湯
治
を
目
的
と
し
た
温
泉
地
で

あ
っ
た
。
一
句
と
し
て
は
、
温
泉
地
よ
り
外
れ
た
村
里
の
状
況
を
素
材
に
し
て
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い
る
と
考
え
る
。
季
項
の
記
録
に
よ
っ
て
も
、
湯
治
客
を
相
手
に
し
た
盗
人
が

出
没
し
て
い
る
。
2
5
句
の
作
者
は
村
人
を
疑
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
2
6
句
に

つ
い
て
は
、
貧
村
の
た
め
梵
鐘
を
有
す
る
寺
が
少
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

2
7
東
方
光
瑞
現
2
8
南
律
戒
珠
明

2
7
句
で
は
須
弥
山
の
東
方
浄
瑠
璃
世
界
の
教
主
で
あ
る
薬
師
如
来
を
、
2
8
句

で
は
戒
を
持
し
た
南
都
律
僧
を
素
材
と
す
る
。
湯
山
の
主
で
あ
る
温
泉
寺
の
本

尊
が
薬
師
如
来
で
あ
る
。
「
わ
れ
は
こ
れ
温
泉
山
正
身
の
薬
師
な
り
」
や
「
こ

の
山
の
地
主
正
身
の
薬
師
如
来
枕
が
み
に
立
ち
て
の
た
ま
は
く
」
（
小
鑑
）
と

も
あ
る
。
ま
た
、
温
泉
寺
の
住
持
や
住
僧
は
、
「
慶
阿
談
飴
、
戯
畢
前
日
温
泉

寺
住
持
老
律
納
被
蒙
頭
而
讃
温
泉
縁
記
之
様
子
、
陽
焉
之
鉢
、
尤
焉
妙
也
」
（
日

銀
・
文
正
元
・
悶
2
・
9
条
）
や
「
稚
此
往
温
泉
寺
、
問
律
院
檜
讃
本
寺
記
」
（
行
紀
、
宝
徳
4
・

－
・
詑
粂
）
の
よ
う
に
、
「
老
律
柄
」
や
「
律
院
僧
」
で
あ
っ
た
。

4
3
隔
良
橋
瘍
市

「
隔
日
ニ
ク
ツ
市
ヲ
疾
市
卜
云
ソ
」
（
抄
）
と
あ
る
。
湯
山
の
実
景
で
は
あ

る
ま
い
か
。
家
並
を
括
写
し
て
、
「
如
蛇
小
屈
、
巷
中
小
渓
西
北
流
、
遂
入
大

採
、
家
主
戸
前
、
聯
木
島
橋
」
（
行
紀
、
宝
徳
．

4
・
4
昌
粂
）
と
す
る
。
小
規
模
の
即
席

の
市
で
あ
ろ
う
。

6
9
寛
憶
和
竃
主
7

0
番
尋
遠
杜
盟

縦
横
に
懸
け
め
ぐ
ら
さ
れ
た
竹
寛
と
、
焼
香
の
た
め
の
香
煙
を
素
材
に
し
た

句
で
あ
る
。
湯
治
客
は
ひ
と
し
く
竹
寛
の
滴
声
と
谷
川
の
水
音
に
悩
ま
さ
れ
た

よ
う
で
あ
る
（
甥
朝
纏
綿
門
滝
紆
）
。
「
飴
に
此
宿
の
前
に
か
け
ひ
の
水

又
は
そ
谷
川
之
水
の
お
つ
る
お
と
、
事
外
に
か
し
ま
し
き
あ
ひ
だ
、
（
下
略
）
」

（
道
の
記
）
を
掲
げ
て
お
く
。
竹
寛
は
湯
山
の
風
物
で
あ
り
、
こ
の
竹
寛
を
見

る
に
つ
け
、
特
に
景
徐
は
慶
元
符
二
霊
の
知
和
庵
主
の
侶
領
の
〝
竹
軍
≡
升

野
水
、
松
窓
七
五
片
閑
雲
〟
句
を
想
起
し
た
よ
う
で
あ
る
。
明
応
二
年
の
揚
山

行
に
お
い
て
「
竹
寛
二
升
水
」
詩
、
永
正
元
年
の
湯
山
行
に
お
い
て
「
避
流
通

．
竹
寛
」
詩
を
製
し
、
そ
れ
ぞ
れ
知
和
庵
主
を
詠
出
し
て
い
る
。
6
9
句
は
景
徐
の

句
か
。
香
煙
に
つ
い
て
は
、
温
泉
寺
薬
師
を
話
し
た
瑞
演
が
「
遂
入
本
堂
、
（
中

略
）
焼
香
詞
経
罷
」
（
什
紀
、
宝
徳
4
・
4
・
1
1
息
と
す
る
が
、
温
泉
寺
に
お
け
る
焼
香

の
そ
れ
で
は
あ
る
ま
い
か
。
季
攻
は
「
無
垢
語
日
、
毎
月
二
日
（
中
略
）
、
又

八
日
於
藁
師
堂
温
泉
寺
方
丈
而
地
下
書
老
十
員
諷
粛
赴
之
、
住
持
相
伴
l
音
」

甘
鎧
、
文
正
元
・
問
2
・
8
条
）
と
記
す
。
蓮
如
は
「
さ
れ
ど
も
、
五
日
八
日
は
天
菊
事
外

よ
か
り
し
か
は
、
今
日
は
幸
に
藁
師
の
縁
日
な
れ
ば
と
て
、
薬
師
堂
へ
ま
ひ
り
、

同
く
坊
へ
ゆ
き
て
、
寺
之
縁
起
を
所
望
し
て
括
聞
し
侍
べ
h
ソ
ぬ
」
（
道
の
記
）

と
す
る
。
毎
月
八
日
は
、
温
泉
寺
の
縁
日
で
、
特
に
参
詣
の
人
も
多
か
っ
た
の

で
は
あ
る
ま
い
か
。
作
句
当
日
が
五
月
八
日
で
あ
る
こ
と
を
も
示
唆
し
て
い
る
。

作
者
（
寿
春
）
は
、
香
煙
よ
り
恵
遠
の
白
蓮
社
の
旧
盟
を
想
起
し
て
い
る
。

7
1
　
大
都
績
混
累
　
　
　
7
2
　
却
掃
紫
兼
赫

僧
侶
が
俗
人
に
混
じ
り
、
高
位
高
官
の
公
家
や
武
家
を
却
け
掃
っ
た
湯
山
の

湯
治
客
の
実
態
を
素
材
に
し
た
句
で
あ
ろ
う
。
湯
山
は
庶
民
的
な
湯
治
場
で
あ

っ
た
。
特
に
僧
侶
や
文
人
の
入
湯
が
毀
著
で
あ
り
、
例
え
ば
当
地
に
お
け
る
和

漢
連
句
の
試
み
に
対
し
て
季
現
は
「
凡
此
方
浴
者
、
帯
白
往
来
、
不
可
勝
数
、

偶
有
此
趣
又
難
我
、
恐
桃
李
噴
有
風
流
罪
乎
」
（
口
顛
文
正
元
・
間
2
・
1
9
且
と
評
し
て

い
る
。
7
2
句
に
つ
い
て
は
、
貴
人
の
来
山
が
無
い
と
言
う
の
で
は
な
く
、
そ
の

待
遇
に
貴
賎
の
差
が
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
例
え

ば
、
2
句
に
詠
出
さ
れ
た
一
の
湯
と
二
の
湯
に
つ
い
て
も
、
瑞
演
は
「
九
日
一

湯
、
日
二
湯
、
非
有
優
劣
、
（
中
略
）
湯
客
無
貴
賎
、
寓
南
適
者
入
一
湯
、
寓

北
適
者
入
二
湯
耳
」
（
付
記
、
宝
徳
4
・
4
・
8
且
と
記
し
て
い
る
。

7
3
　
尺
八
唐
音
砕
　
　
　
7
4
　
五
千
竺
典
盈

尺
八
と
竺
典
が
素
材
で
あ
る
。
尺
八
に
つ
い
て
は
、
「
徳
阿
在
浦
上
所
吹
尺
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八
、
其
啓
尤
美
也
」
（
＝
録
、
文
正
元
・
閏
2
・
1
7
且
の
よ
う
な
記
事
も
あ
る
。
田
楽
の
徳

阿
が
尺
八
を
奏
し
て
い
る
。
雑
芸
者
が
随
伴
す
る
こ
と
も
存
し
た
よ
う
で
あ
る
。

竺
典
に
つ
い
て
は
、
温
泉
寺
の
寺
宝
と
し
て
各
種
の
経
典
が
伝
え
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
反
映
し
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
（
小
鑑
や
有
馬
郡
壁
上
垂
一
票
三
葺
参
照
）
。

前
出
の
尊
意
が
間
魔
王
宮
よ
り
請
来
し
た
法
華
経
と
闇
魔
王
の
命
を
時
の
帝
に

奏
上
し
て
製
し
た
金
函
経
と
を
温
泉
寺
の
如
法
堂
下
に
埋
め
た
と
す
る
逸
話
が
、

温
泉
寺
の
縁
起
に
も
記
さ
れ
て
著
名
で
あ
っ
た
（
行
紀
、
宝
徳
4
・
4
・
日
、
2
2
粂
参
照
）
。

7
5
　
龍
王
斎
曾
鼓

季
事
は
「
無
垢
語
日
、
毎
月
二
日
女
鉢
廟
前
献
御
供
、
而
巫
者
鼓
舞
也
」
（
日
銀
、

文
正
・
尤
・
悶
2
・
8
条
）
を
記
し
、
当
日
の
模
様
を
「
入
夜
女
体
槽
現
廟
前
、
巫
女
撃

鼓
焉
舞
、
毎
月
今
夜
之
例
云
々
」
¶
録
、
文
莞
・
間
2
・
2
且
と
記
し
て
い
る
。
7
5
句

は
、
毎
月
二
日
に
女
体
権
現
の
廟
前
で
、
お
供
物
と
と
も
に
献
ぜ
ら
れ
る
鼓
舞

を
念
頭
に
置
い
た
作
句
で
は
あ
る
ま
い
か
。

7
7
　
苔
暗
光
明
蔵
　
　
　
7
8
　
踵
埋
解
脱
坑

7
7
句
に
関
し
て
は
、
温
泉
寺
に
「
光
明
蔵
」
と
扇
せ
ら
れ
た
小
堂
が
存
し
た
。

「
堂
北
小
堂
、
扁
以
光
明
戒
、
其
戸
牢
鎖
、
故
不
知
戒
何
物
」
（
行
詑
∴
幸
徳
4
4
日
条
）

と
あ
る
。
如
法
堂
の
北
側
に
存
し
た
。
7
8
句
で
は
「
解
脱
深
坑
」
（
諾
鴇
豊
川

昌
鵡
琵
い
）
を
詠
出
す
る
が
、
眼
前
に
深
坑
が
存
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
光
明

蔵
の
南
側
に
存
し
、
尊
恵
の
請
来
し
た
法
華
経
や
さ
ら
に
金
函
経
を
地
下
に
埋

め
る
如
法
堂
に
つ
い
て
、
瑞
漠
は
「
文
安
乙
丑
之
乱
、
賊
入
此
山
、
聞
有
金
函

脛
、
婁
掘
此
堂
、
義
損
嚢
丘
之
暴
、
在
此
時
ホ
」
（
行
紀
∴
五
徳
1
・
1
・
‖
条
）
と
記
す
。

文
安
二
年
（
一
四
四
五
）
、
山
名
持
豊
は
赤
松
満
政
と
播
磨
に
戦
い
、
満
政
は

有
馬
で
敗
死
し
て
い
る
。
こ
の
時
に
あ
た
り
、
如
法
堂
下
が
盗
掘
さ
れ
る
。
7
8

句
の
作
者
は
、
そ
の
盗
掘
の
穴
跡
に
人
間
の
煩
悩
執
着
を
観
じ
た
の
で
は
あ
る

ま
い
か
。

8
9
　
薪
使
西
施
貫

8
9
句
は
、
女
性
の
薪
売
り
を
素
材
と
す
る
。
西
施
に
比
す
る
こ
と
に
よ
り
、

一
巻
に
彩
り
を
添
え
る
。
前
述
1
0
句
と
い
さ
さ
か
重
複
す
る
。

9
1
　
気
蒸
塩
井
湧
　
　
　
9
2
　
土
燥
墨
池
平

実
際
に
井
戸
を
掘
る
と
温
か
な
塩
水
が
湧
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に

竹
冤
に
よ
り
真
水
を
運
ぶ
要
が
存
し
た
の
で
あ
る
。
瑞
漢
が
「
湯
昧
酸
而
苦
」

（
仕
記
、
宝
徳
4
・
4
・
8
息
と
す
る
よ
う
に
、
湯
山
の
泉
質
は
含
炭
酸
食
塩
泉
で
あ
る
。

景
徐
は
、
明
応
二
年
の
湯
山
行
に
お
い
て
「
無
井
」
詩
、
永
正
元
年
の
湯
山
行

に
お
い
て
、
「
味
等
無
井
」
詩
を
製
し
て
い
る
。
9
1
句
は
、
塩
井
を
素
材
に
し

た
景
徐
の
句
で
あ
ろ
う
か
。
9
2
句
に
つ
い
て
も
、
実
景
を
素
材
に
し
た
も
の
と

解
す
る
。
時
に
五
月
、
そ
の
上
に
湯
山
の
湯
の
色
は
褐
色
で
あ
る
。
な
お
、
「
塩

井
」
か
ら
は
諸
葛
孔
明
、
「
墨
池
」
か
ら
は
王
義
之
を
も
憩
起
さ
せ
る
（
㌫
）
。

A
宿
舎
Ⅴ

宿
舎
の
実
態
・
様
子
を
勘
案
す
る
時
、
当
座
性
が
理
解
さ
れ
る
句
が
あ
る
。

3
5
　
共
房
皆
楚
越
　
　
　
3
6
　
異
席
或
劉
高

揚
山
の
宿
舎
で
は
、
他
の
湯
治
客
と
相
部
屋
に
な
る
こ
と
も
あ
い
ソ
、
さ
ら
に

は
二
打
の
人
々
が
別
々
の
部
屋
に
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
れ
を
素
材
と
し
、

す
か
さ
ず
「
楚
越
」
と
「
劉
巌
」
（
攣
）
を
詠
出
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

5
5
　
苦
哉
茶
似
筍
　
　
　
5
6
　
音
老
酒
云
営

苦
茶
と
薄
酒
を
素
材
と
す
る
。
「
苦
哉
茶
」
は
、
「
唐
茶
」
の
異
名
で
あ
る

「
奮
茶
」
の
こ
と
で
あ
る
と
解
し
た
（
舘
報
告
J
。
季
取
も
「
客
唐
問
日
之

飴
、
喫
苦
茶
」
甘
H
㌢
文
正
元
・
悶
2
・
6
息
と
す
る
。
ま
た
、
季
攻
は
湯
山
の
酒
を
「
村

醸
」
「
濁
膠
」
「
村
膠
」
等
と
表
現
し
て
い
る
。
さ
ら
に
「
俗
沃
二
三
輩
」
の

言
と
し
て
、
「
村
謬
錐
云
焉
薄
其
昧
尤
可
也
、
可
識
古
人
日
有
妙
理
也
」
（
日
録
、
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文
正
・
几
・
問
2
・
空
こ
を
記
し
て
い
る
。
な
お
、
5
5
句
の
作
者
は
苦
茶
を
局
茶
に
、

5
6
句
の
作
者
は
薄
酒
を
営
州
の
洒
（
て
翫
猫
制
和
冊
通
．
）
に
比
し
て
い
る
。

6
1
　
壁
影
焼
麻
骨
　
　
　
6
2
　
厨
珍
吸
葉
栗

「
麻
骨
ト
云
ワ
ア
サ
カ
ラ
ソ
」
　
（
抄
）
　
と
あ
る
。
麻
幹
を
焼
く
影
と
野
菜
の

汁
を
素
材
と
す
る
。
宿
舎
の
実
態
で
あ
ろ
う
。

6
8
　
児
屋
茹
籠
盛

「
児
昆
」
は
「
昆
陽
」
の
こ
と
。
昆
陽
は
西
国
街
道
の
要
地
で
あ
る
。
行
基

の
創
建
と
伝
え
ら
れ
る
昆
陽
寺
が
あ
り
、
蕩
山
と
は
因
縁
が
深
い
。
揚
山
で
不

足
の
品
物
は
、
昆
陽
よ
り
補
給
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
食
膳
に
供
せ
ら
れ
る
昆

陽
の
濁
音
を
素
材
と
す
る
。

A
眺
望
Ⅴ

湯
山
に
お
け
る
眺
望
を
素
材
に
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
句

が
あ
る
。

1
7
　
嵐
湿
読
経
案
　
　
　
1
8
　
風
揺
勧
善
旗

山
気
に
湿
っ
た
経
机
、
風
に
揺
ら
ぐ
旗
を
素
材
に
し
て
い
る
。
湯
山
は
、
高

所
に
位
置
し
、
湿
気
が
多
く
、
風
も
強
い
。
季
取
は
「
此
方
諺
日
、
湯
山
戒
雨

云
」
（
日
録
、
文
正
・
亨
閏
2
・
ほ
且
二
年
載
せ
て
い
る
。
1
8
句
に
つ
い
て
は
、
無
門
関
の
第

二
十
九
別
「
非
風
非
播
」
を
憩
起
さ
せ
る
。

3
0
　
前
村
陽
半
傾

3
2
　
後
閑
月
初
生

隔
句
対
の
箇
所
で
あ
り
、
3
0
句
と
3
2
句
は
対
句
で
あ
る
。
前
村
に
夕
陽
が
傾

く
景
、
自
ら
が
宿
す
る
宿
舎
の
背
後
の
嶺
の
上
に
月
が
昇
っ
た
景
を
眺
望
し
た

句
と
解
さ
れ
る
。

4
0
　
育
集
荷
門
控

「
市
菓
」
は
初
夏
の
風
物
で
も
あ
る
。

8
7
　
枕
榔
疾
彷
彿
　
　
8
8
　
責
翠
岳
輝
疎

あ
る
い
は
、
鎌
倉
谷
に
お
け
る
眺
望
を
素
材
に
し
て
い
る
と
考
え
る
。

9
0
　
樹
従
北
秀
栄

0

　

　

　

　

°

樹
木
の
繁
茂
を
素
材
と
す
る
。
8
9
句
の
「
西
施
」
に
は
、
「
北
地
の
神
秀
」

を
対
し
て
い
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
「
身
是
菩
提
樹
」
に
始
ま
る
神
秀
の
悟

遺
侭
に
よ
っ
て
い
る
（
鵬
轟
糧
批
硝
帯
、
）
。
こ
の
悟
道
偽
は
、
五
祖
弘
刃
㌫
後

継
を
め
ぐ
る
逸
話
と
と
も
に
、
禅
林
に
流
布
し
て
い
る
。

㈹
　
人
事
の
句

座
衆
に
関
わ
る
人
事
を
素
材
に
し
た
句
が
存
す
る
。
道
中
、
座
衆
、
縁
故
を

素
材
と
し
た
句
に
細
分
し
た
。
道
中
の
句
は
、
座
景
の
句
に
準
じ
て
論
ず
る
べ

き
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

A

道

中

Ⅴ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

京
洛
と
湯
山
と
の
道
中
の
こ
と
を
勘
案
す
る
時
、
当
座
性
が
理
解
さ
れ
る
句
　
1
8

が
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

4
4
　
井
目
路
訪
程

日
程
・
路
程
を
思
い
計
っ
て
い
る
。
都
よ
り
湯
山
へ
は
、
二
日
を
要
し
て
い

る
。
4
5
　
駿
痩
療
過
嶺
　
　
　
4
6
　
鶏
鳴
早
出
京

痩
せ
馬
に
よ
る
嶺
越
え
と
、
早
朝
の
出
京
を
素
材
に
す
る
。
五
山
の
長
老
の

湯
山
行
は
、
輿
の
場
合
も
あ
る
が
、
馬
に
よ
る
場
合
も
あ
っ
た
。
景
徐
の
明
応

〔景〕

二
年
の
湯
山
行
は
、
「
晩
釆
宜
竹
呂
徐
翁
来
、
（
中
略
）
全
詳
首
座
・
法
宗
蔵

主
同
途
之
、
三
人
皆
倍
痩
馬
乗
之
」
骨
相
軒
日
録
、
明
応
2
・
3
・
空
也
と
、
痩
馬
に
よ
っ

て
い
る
。
永
正
元
年
の
揚
山
行
に
お
い
て
は
、
「
倍
馬
入
湯
山
」
詩
が
製
せ
ら

れ
て
い
る
。
湯
山
を
自
前
に
し
た
難
所
が
、
船
坂
の
「
七
坂
八
た
う
げ
」
（
道

の
記
）
で
あ
っ
た
。
な
お
、
早
朝
の
出
京
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
通
常
で
あ
ろ



う
。
季
取
は
「
湯
山
童
珍
、
暁
天
大
鏡
申
出
寺
、
於
七
條
至
天
明
閣
火
炬
也
」

℡
録
、
文
正
・
花
・
2
・
2
9
且
と
記
す
。

4
7
　
名
遭
関
吏
問
　
　
　
4
8
　
渡
与
野
人
争

関
所
、
渡
し
に
お
け
る
場
景
で
あ
る
。
関
所
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
「
寺
内

新
立
閑
、
行
旅
苦
之
、
遂
到
山
崎
宿
」
骨
記
、
宝
徳
4
・
－
÷
息
と
あ
る
。
関
銭
を

目
的
と
し
た
新
関
も
設
け
ら
れ
、
行
人
を
苦
し
め
て
い
た
様
子
で
あ
る
。
渡
し

に
つ
い
て
は
、
道
中
に
桂
川
、
猪
名
川
、
武
庫
川
等
の
大
き
な
川
が
存
し
、
時

に
舟
を
利
用
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
瑞
演
は
生
瀬
の
渡
し
に
つ
い
て
、
「
遂
到

生
瀬
河
、
（
中
略
）
常
時
不
航
而
渡
、
今
深
不
可
抱
、
波
子
一
人
、
蟻
船
相
待
、

時
樵
夫
数
十
人
、
巳
臨
岸
、
先
両
航
而
渡
之
、
然
後
子
不
出
輿
而
乗
船
」
（
行
詑
・

宝
徳
4
・
4
・
8
且
と
記
し
て
い
る
。
順
番
を
争
う
場
面
が
存
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

4
9
　
鞋
破
茶
葉
渋
　
　
　
5
0
　
蓋
張
要
僕
吏

道
中
の
状
景
を
素
材
と
す
る
。
特
に
5
0
句
で
は
、
日
除
け
の
た
め
に
絹
傘
を

さ
し
か
け
る
従
僕
を
詠
出
す
る
。
一
行
に
随
伴
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

5
1
　
挿
秩
時
小
雨
　
　
　
5
2
　
炊
黍
暁
長
庚

（挟）

5
1
句
、
一
韓
は
「
挿
挟
ト
云
ハ
五
月
ノ
時
分
ヲ
云
ソ
」
と
し
、
そ
の
時
に
は

「
チ
リ
〈
卜
小
雨
力
必
フ
ル
ソ
」
　
（
抄
）
　
と
解
説
し
て
い
る
。
授
秩
（
豊
誓
）

の
景
を
素
材
と
す
る
。
瑞
演
も
「
路
在
水
田
奔
随
問
、
往
衆
人
少
」
（
け
紀
、
宝
鑑
4
・

4
・
8
息
と
、
道
中
に
田
園
風
景
の
存
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
5
2
句
、
一
輪

は
「
旅
人
ノ
ト
マ
リ
テ
立
ツ
舎
ニ
ハ
（
下
略
）
」
　
（
抄
）
　
と
し
て
、
旅
宿
の
景

と
し
て
解
し
て
い
る
。
京
よ
り
湯
山
に
赴
く
に
は
、
途
中
で
一
泊
す
る
の
が
通

常
で
あ
る
。
翌
朝
の
早
出
を
素
材
に
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

6
7
　
難
波
正
矢
直

一
種
は
「
摂
州
ノ
ナ
ニ
ハ
ノ
ア
シ
ト
云
テ
名
所
ソ
、
」
　
（
抄
）
　
と
す
る
。
道

中
に
お
け
る
正
・
浜
荻
の
実
見
問
を
素
材
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

A
座
衆
Ⅴ

座
衆
を
素
材
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
句
が
あ
る
。
特
に
、
相
手
僧
を
称
揚
し
、

自
己
を
謙
遜
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
が
自
然
に
な
さ
れ
れ
ば
、
一
座
の
和
気
・
む
醸

し
出
す
の
に
効
果
的
で
あ
っ
た
。

2
0
　
旅
客
話
多
情

3
1
　
個
支
吟
杖
立

自
己
を
そ
の
ま
ま
に
詠
出
し
て
い
る
。

4
1
　
心
外
予
何
仏
　
　
　
4
2
　
胸
中
欲
是
兵

4
1
句
に
関
し
て
は
、
「
心
外
無
別
法
」
や
「
即
心
即
仏
」
の
禅
語
が
あ
る
。

4
2
句
に
つ
い
て
は
、
一
韓
は
黄
庭
堅
の
句
と
し
て
「
忽
欲
生
玉
兵
」
　
（
抄
）
　
を

引
く
。
禅
僧
の
立
場
、
生
き
方
を
背
景
に
し
た
句
で
あ
る
。

5
3
　
病
脚
陶
耶
我
　
　
　
5
4
　
飢
腸
甫
也
征

5
3
句
の
特
徴
は
、
「
我
」
を
陶
淵
明
に
比
し
て
詠
出
す
る
こ
と
で
あ
る
。
「
我
」

は
景
徐
で
あ
る
。
景
徐
に
は
、
「
次
韻
西
阜
正
甫
年
少
」
詩
・
〃
我
今
脚
疾
兼

行
見
、
澗
道
餃
寒
凍
由
花
″
句
や
「
臥
陶
蔚
」
詩
・
〝
吾
生
何
以
比
陶
家
、
白

髪
年
末
脚
疾
加
″
句
が
あ
る
。
脚
疾
に
苦
し
み
、
時
に
陶
淵
明
に
比
し
て
表
現

し
た
。
陶
淵
明
の
脚
疾
に
つ
い
て
は
、
「
素
有
脚
疾
、
向
乗
藍
輿
」
（
登
H
、
陶
潜

伝
）
と
あ
る
。
ま
た
、
湯
山
の
湯
は
脚
疾
に
効
能
が
存
し
た
。
「
脚
疾
者
日
南

〔浴）

都
乗
輿
入
洛
、
人
皆
見
之
」
甘
顛
文
正
元
・
聞
2
テ
あ
の
よ
う
な
記
事
も
あ
る
。
5
4

句
は
、
寿
春
が
寺
、
塔
頭
、
寮
舎
を
転
々
と
し
た
自
己
の
身
上
を
杜
甫
に
比
し

た
も
の
で
あ
ろ
う
。

5
7
　
徒
袖
楊
枝
手
　
　
　
5
8
　
莫
尤
木
根
暗

楊
枝
は
、
歯
木
と
も
い
い
、
禅
僧
の
具
し
た
十
八
物
の
一
で
あ
る
。
木
穏
（
子
）

は
、
も
く
け
ん
じ
で
、
種
子
を
数
珠
玉
に
用
い
る
。
禅
僧
の
一
行
の
所
作
で
あ

る
こ
と
を
暗
示
さ
せ
る
素
材
で
あ
る
。
5
7
句
は
、
宿
舎
に
お
け
る
粗
昧
粗
食
に

19



対
し
、
楊
枝
の
手
を
空
し
く
袖
に
し
た
と
す
る
。
5
8
句
で
は
、
数
珠
玉
そ
の
ま

ま
の
緒
を
し
た
随
伴
僧
（
景
禅
か
）
を
答
め
立
て
し
な
い
よ
う
に
と
し
た
の
で

は
あ
る
ま
い
か
。
な
お
、
永
正
元
年
の
蕩
山
行
に
お
い
て
、
景
徐
は
「
党
楊
枝

固
歯
牙
」
詩
を
製
し
て
い
る
。

5
9
　
説
詩
逢
項
善
　
　
　
6
0
　
好
学
見
蘇
甥

項
所
と
蘇
拭
の
甥
（
弟
・
轍
の
子
で
あ
る
遅
、
追
、
邁
）
を
詠
出
す
る
。
座
衆
を
称
揚
す
る

た
め
に
著
名
先
人
を
詠
出
す
る
の
は
、
一
の
常
套
手
段
で
あ
る
。
5
9
句
で
は
相

手
を
項
斯
に
、
机
句
で
は
お
そ
ら
く
は
随
伴
の
僧
（
等
藩
と
黄
紳
）
を
蘇
拭
の
甥
に

比
し
て
い
る
。
「
逢
人
説
項
斯
」
故
事
は
、
楊
敬
が
人
に
逢
う
ご
と
に
項
斯
の

人
柄
を
称
え
た
故
事
で
あ
る
。

6
3
　
飴
生
唯
陸
課
　
　
　
6
4
　
毎
旦
甚
公
評

6
3
句
、
作
者
が
自
己
の
余
生
に
つ
い
て
、
「
陸
テ
ヒ
ル
子
ヲ
日
課
ニ
ス
ル
ソ
」

（
抄
）
　
と
す
る
。
鹿
苑
院
を
退
院
し
た
直
後
で
あ
る
点
に
留
意
す
る
と
、
景
徐

の
述
懐
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
寿
春
の
（
軒
）
号
は
「
睦
軒
」
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
季
項
が
益
之
（
号
、
睡
隠
）
に
つ
い
て
「
益
翁
依
浴
困
而
只
髄
睦
耳
、

可
知
睦
隠
稀
之
」
甘
録
、
文
正
元
・
閏
2
・
6
且
と
椰
輸
す
る
が
、
温
泉
の
入
浴
・
湯
疲

れ
に
陸
脱
は
付
き
物
で
あ
っ
た
。
6
4
句
は
、
後
漢
・
許
勘
の
「
．
月
旦
評
」
（
醤
胡

譜
豊
『
物
）
故
事
を
詠
出
す
る
。
が
、
お
そ
ら
く
は
禅
僧
・
住
持
が
毎
月
旦

日
に
行
う
上
堂
（
法
語
）
を
念
頭
に
置
い
た
作
句
で
あ
ろ
う
。
一
句
と
し
て
は
、

住
持
生
活
を
椰
輸
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

6
5
　
意
気
名
瞞
虎
　
　
6
6
　
文
章
姓
禰
覿

先
人
を
詠
出
し
て
、
相
手
を
称
揚
す
る
。
6
5
句
で
は
相
手
僧
の
意
気
を
曹
操

（
字
、
阿
瞞
）
の
そ
れ
に
、
6
6
句
で
は
相
手
僧
の
文
章
を
簡
街
の
そ
れ
に
比
す
る
。

「
禰
蟹
」
は
、
禰
衝
が
「
艶
鵡
賦
」
を
製
し
た
こ
と
に
よ
る
。

7
6
　
鵠
史
隠
居
秤

白
髪
老
人
の
隠
居
所
に
お
け
る
碁
盤
を
詠
出
す
る
。
二
行
・
座
衆
の
湯
治
の

余
暇
の
無
聯
を
慰
め
る
た
め
の
囲
碁
を
素
材
に
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

7
9
　
身
衰
添
薬
褒
　
　
　
8
0
　
眼
翳
減
灯
巣

自
己
の
衰
病
と
自
己
の
限
翳
を
素
材
に
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
7
9
句
の

作
者
は
、
中
風
が
原
因
で
鹿
苑
院
を
退
院
し
、
し
か
も
脚
疾
の
持
病
を
有
し
た

景
徐
で
あ
ろ
う
。
8
0
句
、
寿
春
が
実
際
に
眼
疾
を
患
っ
て
い
た
か
否
か
は
定
か

で
な
い
。
眼
疾
者
が
湯
山
を
訪
れ
た
こ
と
は
、
「
眞
柳
患
眼
末
療
、
閑
座
興
人

不
交
、
空
消
日
、
尤
焉
可
憐
乎
」
（
日
興
文
正
元
・
閏
2
・
わ
あ
等
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ

る
。
8
1
　
咲
々
自
姑
m
　
　
　
8
2
　
還
如
撰
象
旨

8
3
　
休
々
責
達
磨
　
　
　
朗
　
自
称
老
狐
栢

隔
句
対
の
箇
所
で
あ
る
。
8
1
句
と
8
3
句
が
対
句
で
と
も
に
相
手
を
称
揚
し
、

8
2
句
と
朗
句
が
対
句
で
と
も
に
自
己
を
謙
遜
し
て
い
る
よ
う
に
解
さ
れ
る
。
対

句
を
作
る
際
の
妙
味
の
有
無
、
負
担
の
平
等
、
さ
ら
に
は
句
の
内
容
か
ら
言
っ

て
も
、
8
2
句
と
8
3
句
が
同
一
作
者
で
あ
る
と
考
え
る
。
8
1
句
、
「
白
描
賊
」
（
別

電
㌔
酎
㌶
欝
転
）
に
つ
い
て
、
一
韓
は
臨
済
や
徳
山
の
こ
と
を
指
す
と
説
く
（
柑

酎
璃
棚
粧
酌
恥
髭
辱
箪
詰
彊
貨
藷
琵
琶
臨
済
・
徳
山
を
も
嘲
笑
す
る
ほ

ど
で
あ
る
と
し
て
、
相
手
僧
の
迅
機
・
大
槻
用
を
称
揚
す
る
。
8
2
句
は
、
自
己

の
狭
見
解
を
「
摸
象
」
の
巨
人
に
比
し
て
謙
遜
す
る
（
弊
轟
㌍
畿
）
。
8
3
句

に
つ
い
て
は
、
一
韓
は
「
山
谷
力
詩
モ
江
酉
ノ
詩
祖
ト
云
テ
山
谷
ヲ
達
磨
ニ
タ

ト
へ
テ
其
門
下
生
ヲ
ハ
宗
派
ノ
裏
二
人
ル
、
ソ
」
　
（
抄
）
　
と
説
く
。
相
手
僧
を

江
西
詩
派
の
祖
と
し
て
達
磨
に
も
癒
え
ら
れ
る
黄
庭
堅
に
比
し
て
称
揚
し
た
も

の
で
あ
る
。
朗
句
に
つ
い
て
、
一
韓
は
「
達
磨
ヲ
ハ
老
狐
ノ
バ
ケ
モ
ノ
ト
云
ソ
、

（
下
略
）
」
　
（
抄
）
　
と
す
る
（
㍍
…
嶺
捜
．
蟻
坊
増
鮮
頂
）
。
8
3
句
で
責
達
磨
・
黄
庭

堅
に
比
さ
れ
た
作
者
が
、
「
私
こ
そ
は
文
字
通
り
の
『
老
狐
桁
』
で
す
」
と
し
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て
、
謙
遜
す
る
。
8
3
句
、
「
休
々
」
の
語
よ
り
、
鹿
苑
院
を
退
院
し
て
公
務
よ

り
解
放
さ
れ
た
景
徐
を
称
揚
し
た
句
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
作
者
は
、
8
1
句

景
徐
、
8
2
句
と
8
3
句
寿
春
、
8
4
句
景
徐
で
は
あ
る
ま
い
か
。

8
5
　
偏
局
毒
攻
毒
　
　
8
6
　
多
言
提
罠
提

自
己
の
偏
局
（
譜
の
）
を
謙
遜
し
た
句
と
、
自
己
の
多
言
を
謙
遜
し
た
句
で

あ
る
。
9
7
　
下
々
闇
浮
報
　
　
9
8
　
重
々
地
獄
衡

自
己
の
悪
業
に
よ
る
悪
報
と
、
自
己
の
罪
業
の
重
さ
を
素
材
に
す
る
。
謙
遜

の
句
で
あ
る
。

9
9
　
業
夙
吹
老
々
　
　
1
0
0
　
果
首
雪
重
々

業
風
（
鑓
譜
髭
境
錘
）
と
白
髪
策
首
を
素
材
に
す
る
。
一
巻
を
結
ぶ
に
あ

た
り
、
お
互
い
の
身
の
上
を
詠
出
し
た
も
の
と
解
す
る
。
9
9
句
に
つ
い
て
一
韓

は
「
長
老
ヤ
住
持
ノ
ア
ナ
タ
コ
ナ
タ
ノ
住
院
シ
ア
ル
ク
ヲ
ハ
業
風
二
吹
ル
、
（
ト
）

云
テ
ア
ル
ソ
、
（
下
略
）
」
　
〈
抄
）
と
す
る
。
9
9
句
・
1
0
0
句
に
は
、
謙
遜
の
句

で
あ
り
な
が
ら
、
祝
福
の
意
が
缶
め
ら
れ
て
い
る
。

瓜
縁
故
Ⅴ

座
衆
が
無
視
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
縁
故
、
特
に
庇
護
者
を
念
頭
に
置
い
た

句
が
あ
る
。

3
9
　
赤
松
分
国
接

国
境
に
立
つ
赤
松
を
詠
じ
た
叙
景
の
句
で
も
あ
る
が
、
や
は
り
赤
松
氏
を
詠

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
た
め
の
句
と
解
さ
れ
る
。
蕩
山
の
存
す
る
摂
津

国
有
馬
郡
は
、
播
磨
守
護
家
の
赤
松
氏
の
一
族
で
あ
る
有
馬
氏
が
領
有
し
た
。

赤
松
氏
と
有
馬
氏
と
は
、
赤
松
一
族
で
あ
り
な
が
ら
、
播
磨
国
と
摂
津
因
に
分

か
れ
て
存
立
し
た
こ
と
に
な
る
。
有
馬
氏
の
有
馬
郡
に
お
け
る
地
位
は
、
「
分

郡
守
謹
制
」
と
も
呼
ば
れ
る
制
度
が
考
え
ら
れ
る
ほ
ど
に
（
彗
醜
欝
）
、
強
固

な
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
景
徐
と
有
馬
氏
と
は
、
親
密
な
関
係
が
存
し
た

（
離
）
。
3
9
句
は
、
有
馬
氏
に
対
す
る
挨
拶
の
句
で
あ
る
。

9
3
　
鵜
変
換
羊
帖
　
　
　
9
4
　
推
知
司
馬
英

韓
宗
信
が
蘇
拭
の
法
帖
を
得
る
ご
と
に
眺
麟
の
許
で
羊
肉
数
片
に
換
え
た
と

い
う
「
換
羊
書
」
の
故
事
と
、
司
馬
光
も
一
員
で
あ
っ
た
「
書
英
会
」
の
故
事

と
を
詠
出
し
て
い
る
。
9
3
句
、
一
韓
は
換
鶴
帖
（
ほ
鐙
礪
轟
譜
冊
）
が
換
羊
書
に

変
じ
た
と
し
て
解
説
し
て
い
る
（
欝
謳
肇
董
露
）
筆
者
は
、
「
鶴
」
は
鶴
眼

銭
の
意
で
、
「
換
羊
帖
」
は
暗
に
魚
肉
を
指
す
と
考
え
る
。
9
4
句
に
つ
い
て
は
、

0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0

「
司
馬
英
」
は
、
例
え
ば
有
馬
郡
の
守
護
で
あ
る
有
馬
氏
を
暗
に
指
す
と
考
え

る
。
少
し
く
大
胆
に
過
ぎ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
二
句
の
背
景
に
は
、
領
主
で

あ
る
有
馬
氏
が
「
肉
汁
」
等
を
贈
っ
て
景
徐
の
〓
汀
を
慰
問
す
る
と
い
っ
た
出

来
事
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
挽
す
る
。
季
現
の
記
事
に
よ
る
と
、
「
清
　
一

上
於
喝
食
樹
肉
汁
也
」
（
日
興
孟
元
由
2
・
1
。
あ
の
よ
う
に
、
時
に
武
家
方
よ
り
肉
　
2
1

汁
が
贈
ら
れ
て
い
る
。
景
徐
と
有
馬
氏
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
次
の
よ
う
な
記
－

事
が
見
ら
れ
る
。

有
馬
出
羽
守
今
剃
髪
入
道
競
耕
雲
軒
、
（
中
略
）
因
約
以
其
季
子
喝
食
侍
予

側
者
、
予
領
口
、
（
脆
苑
＝
り
㌢
明
応
9
・
2
・
2
条
）

景
徐
の
記
録
で
あ
る
。
景
徐
は
、
温
泉
で
療
養
す
る
た
め
に
鹿
苑
院
の
退
院
を

決
意
・
工
作
し
て
い
た
時
期
に
も
、
都
に
お
い
て
有
馬
出
羽
守
則
秀
（
号
、
耕

雲
軒
）
と
会
し
て
い
る
。
し
か
も
、
則
秀
の
季
子
を
附
弟
と
す
る
こ
と
を
約
束

し
て
い
る
。
則
秀
と
し
て
は
、
自
領
の
蕩
山
で
湯
治
す
る
景
徐
を
慰
問
す
る
理

由
は
十
二
分
に
存
し
た
。
景
徐
（
一
行
）
と
し
て
は
、
そ
の
好
意
に
酬
い
る
べ

き
で
あ
る
。
9
4
句
、
「
司
馬
光
に
も
比
さ
れ
る
有
馬
則
秀
殿
の
英
傑
ぶ
り
は
、

都
の
諸
人
の
よ
く
知
る
と
こ
ろ
で
す
」
と
称
揚
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
な

お
、
景
徐
の
永
正
元
年
の
湯
山
行
で
は
、
「
謁
府
君
芹
賜
」
詩
が
製
せ
ら
れ
て



い
る
。
9
5
　
政
線
椋
五
月
　
　
　
9
6
　
暦
尚
夏
新
正

9
5
句
は
政
事
を
称
揚
し
、
9
6
句
は
太
平
を
賛
美
す
る
意
図
で
作
ら
れ
た
と
解

す
る
。
9
5
句
の
表
現
は
司
馬
光
の
元
柘
の
治
政
に
対
す
る
「
詩
林
広
記
」
の
評

を
借
用
し
た
も
の
で
あ
る
が
（
編
）
、
一
句
と
し
て
は
現
今
の
施
政
者
の
政
事

を
称
揚
し
た
も
の
で
あ
る
。
時
は
あ
た
か
も
五
月
で
あ
っ
た
。
9
6
句
は
、
帝
王

が
新
た
に
国
を
建
て
る
と
新
暦
を
発
布
し
た
と
い
う
が
、
世
は
太
平
で
あ
る
か

ら
そ
の
ま
ま
夏
の
正
月
（
寅
の
月
）
に
従
い
、
改
暦
の
必
要
が
な
い
こ
と
を
述

べ
る
。
お
そ
ら
く
は
、
将
軍
に
対
す
る
挨
拶
の
句
で
あ
る
。
景
徐
の
湧
山
行
が

い
わ
ば
将
軍
公
認
で
あ
っ
た
こ
と
は
す
で
に
触
れ
た
（
豊
幌
鷺
ぺ
謂
川
野
針
）
。

帰
洛
の
日
に
は
、
礼
謝
の
た
め
に
出
仕
し
、
報
告
か
た
が
た
「
湯
山
聯
句
」
を

呈
上
し
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
し
た
。
将
軍
を
賛
美
す
る
句
を
用
意
す
る
必

要
が
あ
っ
た
。
こ
の
点
か
ら
は
、
9
5
句
に
つ
い
て
も
、
前
句
か
ら
は
有
馬
則
秀

の
政
事
の
称
揚
と
も
解
さ
れ
る
が
、
将
軍
義
高
の
政
事
に
対
す
る
称
揚
と
考
え

る
方
が
妥
当
か
も
し
れ
な
い
。

「
湯
山
聯
句
」
第
二
庚
韻
の
各
句
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
当
座
性
は
濃
厚
で
、

全
句
に
わ
た
り
発
揮
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。
こ
の
よ
う
な
聯
句
こ
そ
稀
少
で

あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
が
、
禅
林
聯
句
に
お
い
て
い
か
に
当
座
性
が
尊
重
さ

れ
て
い
た
か
が
判
明
し
よ
う
。
な
お
、
各
句
が
用
い
た
素
材
に
つ
い
て
整
理
す

る
と
、
「
座
景
」
と
「
人
事
」
に
大
別
さ
れ
た
。
例
え
ば
「
蔭
涼
軒
日
録
」
に

記
録
さ
れ
る
聯
句
と
比
較
す
る
疇
（
叫
詔
㌍
鐙
掴
輔
飢
餓
範
）
、
当
時
の
禅
林

や
一
般
社
会
に
お
い
て
催
さ
れ
た
「
行
事
」
や
発
生
し
た
「
事
件
」
に
つ
い
て

触
れ
ら
れ
た
句
が
認
め
難
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
明
応

九
年
の
湯
山
行
の
第
一
の
目
的
が
禅
林
社
会
を
も
含
め
て
俗
塵
を
離
れ
て
の
療

治
・
保
養
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
首
肯
で
き
る
現
象
で
あ
る
。

－
　
　
岡
山
大
学
助
教
授
　
－
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